
子どものマスクについて

提案内容

保育園や学校でのマスク着用が、現状「必須」の状態になっておりますが、それを自由化して頂きたいです。

マスクについては、密の状態な場合に、飛沫を飛ばすのを防ぐためにつける、というのが始まりだったかと思います。

マスクでは完全にウイルスの侵入を防ぐことは出来ない事は分かっていながら、室内はもちろん、屋外でも子供たちはマスクをつけています。

この状況は、メリットよりもデメリットの方が大きくなってしまっているのではと感じます。

・成⾧する為に必要な酸素を十分に得られない。

・お友達や先生の顔をきちんと見ることが出来ない。（相手の表情を読み取ることで、たくさんの事を学んでいる時期です）

・不衛生。（一日中つけたマスクには、雑菌が大量に繁殖しています）

これらの事以外にも、これから暑くなると熱中症も心配です。

コロナウイルスは、子供たちには優しいウイルスです。

また、変異を繰り返し、インフルエンザ並みになっているとも言われています。

海外では、ウイルスとの共存を選び、コロナは既に過去のものになっている国も多くなってきました。

子供たちの大切な時間を、これ以上奪ってしまわないよう、まずは「マスクを外す」という選択を提示してあげたいです。室内でも。

東京都多摩市では、マスク自由化が実現しています。

雲南市でも是非、その動きをして頂けると、ありがたいです。

最後になりましたが、いつも市民に寄り添って頂きありがとうございます。

子供たちの未来のために、是非、どうぞよろしくお願いします。

回  答

【学校教育課】

ご心配いただきありがとうございます。季節が変わり、暑い日も増えてきました。5月20日にはマスク着用について政府見解が示されたところですが、学

校では、登下校の際は徒歩の子や自転車通学の子には周りと距離をとって、マスクを外しましょうと伝えています。ご指摘のように特に暑くなると熱中症

も心配ですのでご家庭にもマスクを外す趣旨を伝え、徹底したいと思います。また、バスで通う子には室内ということもあり、大声は出さず、マスクを着

用するように指導していますが、子ども達もそれに沿ってふるまっているように思います。マスクの着用につきましては、市内の感染状況、科学的知見等

迅速な情報収集に努めるとともに保健所の指導も受けながら今後とも対応してまいります。

【子ども政策課】

 幼稚園、保育園（所）、こども園におけるマスク着用については、国及び県の対処方針に基づいた取扱いとしています。

 2歳未満の子どもについては、これまでもマスクの着用は奨められていないところですが、2歳以上の就学前の子どもについては、オミクロン株の対応と

して、本年2月から、無理なく着用できると判断される子どもに限り、可能な範囲で一時的にマスク着用が奨められてきたところです。

 このほど（5月20日）、国の方針が一部改められ、本年2月の変更前の取扱いとされたところであり、2歳以上の子どもの一時的なマスク着用の推奨も解

除されました。

 感染拡大時には、可能な範囲でマスク着用が求められることは考えられますが、これから夏季に向かい、熱中症対策にも配慮しながら、個々の体調や発

達の状況に応じた対応が必要であると考えます。

                              （回答部署：教育委員会学校教育課、子ども政策局子ども政策課）


